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【敷き込み方向】では選択基準（通り）に対しての 

敷き込み方向を選択します。 

 

 

 

 

 

※敷き込み方向でデッキプレートの延べ面積が変わります。

詳しくは Q&A『デッキプレート面積の計算方法を知りた

い！』を参照してください。 

デッキプレート範囲を中抜きするときは 

【デッキプレート】-【中抜き追加】で範囲を

指定してください。中抜きを削除する際は 

【中抜き削除】を使用してください。 

※面積や重量へ反映されます。 

 デッキプレートは登録・配置しても作図上は表示されません。 

デッキプレートの台数や重量の出力が不要な場合はデッキマスターの登録は不要ですが、デッキ受けを入力する際

にデッキプレート範囲が必要となりますので、必要に応じて【部材名】：〈無〉で入力を行って下さい。 

             

 

 

 

【二次部材マスター】-【デッキ】にて『種類：3-デッキプレート』を選択後、材種等を入力し部材を登録します。

【デッキプレート】-【入力】をクリックします。 

           

 

 

 

 

 

入力シートにて部材名と敷き込み方向を設

定します。 

デッキプレート範囲と敷き込み方向の基準を指定すると 

デッキプレート範囲が入力され、表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次部材のデッキで入力ができます。 

敷き込み方向の基準（通り） 


